
飯豊山系砂防事務所では、毎年山間部の雪が融けた６月頃に管内の斜面状況をヘリコプターで上
空から調査しています。

本年は、５月２２日、２５日の２日間で、関係市町村（関川村、胎内市）と一緒に、荒川流域や加治川
流域を調査しました。
今回の調査では、新たに大規模な土砂崩落等は確認されませんでした。

これから梅雨時期に入るため引き続き管内の監視を続けていきます。降雨の増えるこれからの季節

土砂災害に注意しましょう。

ヘリコプターによる管内流域調査の
実施について（調査結果）
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